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1 事業の成果

2019年度は、ベ トナムにおける小児がんキュア&ケ アプロジェクトとして、大きなステップアップの

年となつた。2005年 よリベ トナム中部の基幹病院であるフエ中央病院とパー トナーシップを組み、2018
年には「小児センター新小児がん病棟 。小児造血幹細胞移植ユニット」を新設、必要な医療機器の支援、
専門医・看護師の人材育成を積み重ね、小児がん患児のための造血幹細胞移植実現に至った。これまで

小児がんのための造血幹細胞移植が可能な病院は、北部のハノイと南部のホーチミンのみだったため、
中部のフエで移植が実現できたことは、新たな治療選択、より多くの小児がん患児救済に直結する。現
地のパー トナー病院、ベ トナム国内の小児がん拠点病院、日本ならびに諸外国の小児がん領域のエキス
パー ト、そして支援者が一九となり展開できた協働事業から生み出された成果である。

草の根 NGO(非営利組織)と して、問題の背景や課題を体系的に理解し、ニーズに寄り添い、現場に

根差した実践の積み重ねは、着実に治癒率・ケアの向上、治療中断の軽減、専門職レベルアップ等に貢
献できた。さらには、世界保健機関 (WHO)に よるグローバルイニシアティブや国連サミットで採択さ
れた持続可能な開発目標 (SDGs)な ど、多様なステークホルダーとの連携強化にも力を注ぎ、相互信頼
を基盤としたマルチ 。レベル (ロ ーカル、国、地域、グローバル)での協働事業推進に寄与した。
継続した当法人の活動ば、政府・社会からも評価され、令和元年外務大臣表彰 (在ベ トナム日本国大

使館推薦)を受賞した。ベ トナムテレビジョン (VIV:ベ トナムの国営テレビ局)によるドキュメンタ

リー番組「Me Watanab」 も制作され、ベ トナム全土で放送され、本番組はこの年のベ トナムテレビ人

道番組部門で最優秀賞として表彰された。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【15,7411千円)

事 業 報 告 用

定款に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数

事業費
(千 円)

医療福祉支援
事業

ベ トナム中部・フエ中央病
院との協働事業を通 して、
ベ トナム中部における小
児がんの治療・ケアの向上
に着手。特に、新設 した小
児造血幹細胞移植ユニ ッ
ト(無菌室)に さらなる必
要な医療機器・備品を支援
し、小児がんのための造血

幹細胞移植を実現。
聞病中の小児がん患児・家
族への医療・社会福祉的支
援の提供。
引き続きベ トナム国内の
小児がん拠点病院 との密
な連携・コミュニケーショ
ンを通し、ベ トナム全上に
おける小児がん治療・ケア
の発展ならびに課題解決
に寄与。

年間を通
して :

現場での
活動、連
絡調整・

協議 (イン
ターネット、無
料通話ア
プリ、面
認く ´Lへ ヽ
Ⅸ 、7ヽ ロ ノ

べトナム■,
の活動 :

1)2019年
7月 3日 ～
11日

2)2019年
8月 24日 ～
9月 7日

3)2019年
12月 19日

～26日

4)2020年
3月 →新
型 コロナ

ウイルス

法人事務
所 (東 京
都)。 ベ ト
ナム・オ
ンライン
通信

18名 フエ中央病
院・フエ医
科薬科大
学医療従
事者・研
修医

べトナム国
内小児が
ん拠点病
院の血液
腫瘍関連
医師・看
護師・ソ″

ャルワーカー

フエ医科薬
科大学医
学生ホ・ラン

テイア

べトナム中
部小児が
ん患児・

家族

80И呂

40名

350名

450家族

11,485



① 協力関係機関・団体と
の協議、腫瘍検討会、
ベ トナム血液腫瘍フェロ
ーシッフ

°
フ
°
ロク・ラム′ヽσ)ォフ

゛

サ―゙′ヾ―としての参加
② ベ トナムテレビジョ

ン(VTV)取材。撮影
③ 国際子どもの日イベ

ント開催 (医学生ボラ
ンティア協力)

④ 令和元年外務大臣表
彰式典参列

⑤ ベ トナム腫瘍学会・小
児がん、小児看護セッ
ション、小児がんのた
めの心理社会的支援
セ ッシ ョンヘ の共
催・協力・参加

C) International Dot Day!
イベント開催 (医学生
ボランティア協力)

⑦ 中秋の名月イベン ト
開催 (医学生ボランテ
ィア協力)

③ ベ トナムテレビジョ
ン (VTV)制作 ドキュ
メンタリー番組 「Me
物tanabe」 全国放送

⑨ 小児がん患児・家族と
のクリスマスイベン
ト開催

⑩ 小児がん患児家族に
よるテ ト旧正月のお
祝い。交流会

*継続活動 :

1)医療支援
・ 小児がん治療実践・方

針の指導ならびにフ
ォローアップ

・ 感染症予防の指導
・ 治療環境整備のため

の物品寄付 (病棟備
品)

・ 医療備品、医薬品 (抗
がん剤、抗生剤、輸血
製剤)等の安定供給協
力

・ 看護師勉強会
医 療 従 事 者 か ら患
児・家族への院内教育
プログラムの協力

・ 関連部署・機関との会
談・交渉

・ 患児登録、データベー
スの管理ならびに治
療実態の分析

2)社会福祉支援

感染症の
影響によ
り中止

①通年

② 20 年
5月

③2019年
6月 1日

④2019年

7チ1 23 日
⑤2019年

8月 29日・
30 日

⑥2019年
9月 15日

⑦2019年

9月

③
2019年

9・ 10月

⑨
2019年

12月

⑩
2020年
1月

*
年間を通
して

C)へ
｀
トナム・

日本・

オンライン

②日本

③フエ

④日本

⑤フエ

⑥フエ

⑦フエ

③ベ トナ
ム全土

⑨フエ

⑩フエ

*フエ、
法人事務
所

ベ トナム

中部一般
市民

日本なら
びに海外
小児がん
関連エキ
スパー ト
(アメリカ・イ
キ
゛
リス・シン

カ
゛
ホ
・―ル)

多数

30名



患児。家族への活療要
補助
治療中の患児・家族の
家庭訪問ならびにご
遺族 (お子さまを亡く
された家族)へのグリ
ーフケア・面談。慰問
ベ トナム中部小児が
ん家族の会自立運営
支援、定期会合開催、
患児家族への教育 (感

染予防対策等)、 情報
提供、意見交換、課題
解決の促進
患児・家族のための滞
在 施 設 (House of
Hope)の運営維持協力
入院中の患児 。家族・
医学生ボランティア
とのイベント開催
医療相談・症例検討
日本ならびに諸外国
(ア メリカ、シンガポ
ール等)の医師による
セカンドオピニオン、
コンサルテーション
国際機関との連携 :

ⅧO(世界国際機関)、

UICC(国 際対がん連
合)、 SI()P(国際小児
がん学会)、 CCI(小児
がんインターナショ
ナル)と の協働プロジ
ェクトのフォローアッフ

・

事業アセスメント・協議

自立支援事業

ベ トナム中部における小
児がん治療向上のための
プログラム :フェ中央病院
小児センターを中心にベ
トナム中部で小児がんに
関わる医療人材の育成、小
児がん早期発見・診断・治
療のためのアウトリーチ、
医学生ボランティアによ
る活動支援を含めたフエ
中央病院の小児がん治療
環境の整備」を実施

① ベ トナム・中部・トゥ
アティンフエ省内貧
困地域の保育園検診・
小児がん啓発アウト
リーチ

② ホーチミン市輸血・血
液学病院での小児移
植看護研修 (2ヶ 月)

三
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①
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別
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②
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ｎ

） 年

ヽ
口
Ｈ
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①
フントゥイ区
フンチャー区
クアンテ

｀
ィエン

区
フーウ

゛
ァン区

②
ベ トナム
ホーチミン

①
12名

②
名

フエ中央
病院小児
センター
血液腫瘍
セクショ
ン医師 。

看護師

小児がん
病棟入院
患児・家
族

①
保育園
8ヶ 所

②
フエ中央病
院小児セン
ター看護師

25名

60～80
名 /日

①
園児数
3,271名

②
名

3,508



③ ベ トナム腫瘍学会内
での小児がんワーク
う/ョ ップ (Oncology
Conference―
Pediatric Session、
Nursing SessiOn)

④ フエ医科薬科大学医
学生ボランティア団
体による小児病棟で
の活動を支援
*団 体名 :「 31ouse
Xanh(英 語名 :31ue
31()1」 se) 」
小児センターな らび
に小児がん病棟・プレ
イルームでの活動内
容 :勉強会、ダンス、
歌、クイズ、お絵かき、
絵本・DD鑑賞、お誕
生会等
年次行事 :国際子 ども
の 日フェステ ィバル
(6月 1日 )、

ベ トナ
ムの子どもの日 (8月
15日 )、 中秋の名月 (9

月)、 インターナショ
ナル・ ドット・デー (9
月 15日 )ク リスマス、
テ ト旧正月等

⑤ フエ中央病院小児セ
ンター小児がん病棟
にて :治療、感染予防
対策、療養生活の改善
のための備品購入

⑥ 一般財団法人新倉会
理事会参加。事業報告

⑦ ベ トナム・フエ中央病
院放射線腫瘍医・技
師。小児血液腫瘍移植
担当医の訪日研修 (名

古屋小児がん基金協
力)※

③
2019年
8月 29 FI～

30 日

④
年間を通
して

⑤
年間を通
して

⑥
2018年
11月

⑦
2019年
2月 ～
※→

五型三二
ナウイル
ス雇覇國彊
の翌雪に
より廻壁塑

③
ベ トナム
フエ中央
病院

④
ベ トナム
フエ

⑤
ベ トナム
フ エ

⑥
東京都
港区

⑦
愛知県名
古屋市 :

名古屋大
学医学部
附属病院

③
25名

④
350名
主要メン
バー :

25名

⑤
名

⑥
1名

⑦
名

③
へ
゛
トナム国

内 (′ ノヽイ・フ
エ・夕

・
ナン・ホ

ーチミン)イヽ

児がん拠
点病院な
らびに中
部省病院
医師・看
護師・ソ″
ャルワーカー

④
医学生ボ
ランティ
ア、小児
がん患
児 。家族

⑤
フエ中央病
院小児セン
タ刊 児ヽが
ん病棟医
師・看護
師・入院
患児・家
族
⑥
一般財団
法人新倉
会役員・
会合参加
者
⑦
フエ中央
病院小児
がん治療
医療従事
者

③
参加者
250名
(海外か
らのエクス
ハ
°―卜:日

本・アメリカ・
シンカ・ホ

・―

ル・イキ
・

リス
医師・看
護師・心
調里

=L・
ソーシ

ャルワーカー〉
④
医学生ボ
ランティ
ア (350
名)

小児がん
患児・家
族 60～
80名 /日

⑤
スタッフ
30名 、
小児がん
病棟入院
患児・家
族 60～
80名 /日

⑥
14名

⑦
名



啓発活動・
情報提供事業

小児がんへの正しい知識、
支援の依頼ならびにアジ
ア途上国における治療の
現状や課題の情報提供・小
児がんについての啓発、
会員および支援者への報
告ならびに活動の案内、支
援のお願いをウェブサイ
トやニュースレターなら
びに投稿した書物。新聞掲
載記事等を通して周知

① ウェブサイ ト
(http://m accl.jp)
ホームページを通 し
ての啓発・情報発信

② ニュースレター

『Harmony(ハーモニー)』

の発行 (会員ならびに
支援者・協力者向け年
2回 )

③  「国際小児がんの日」
(2月 15日 )小児が

んの早期発見・早期治
療の啓発プロジェク
トを展開

④ ACCL広報 :キャラク
ター 「バブール」(

)、

小児がんのシンボル
「ゴール ドリボン」と
ともに、小児がんの啓
発ならびに ACCLの活
動について広報

⑤ 国内新聞媒体での広
報・取材協力

⑥ ベ トナムにおけるメ
ディア取材協力 :VW
ベ トナムテレビジョ
ン(ベ トナム国営テレ
ビ局)に よる ACCLの
ドキュメンタリー番
組全国放送。本番組は
ベ トナムテレビの人
道番組部門。最優秀賞
を受賞

⑦ 国際機関
cclnill耐 omi lntemtional)

発行ニュースレター
ヘの投稿

1年間を通
|し て

法人事務
所

医療施設
(日 本・

アジア)

5名 法 人 会
員・支援
者・協 力
者

小児がん
患児・家
族・経 験
者、会員
および医
療・福祉・

保 健・教
育関係者
ならびに
一 般 市
民・企業

ニュースレター

配布数 :

350通

不特定多
数

204

コーァ
｀
ィネート・

コンサルテーション
事業

(A)国内事業
① 小児がん関連団体ヘ

のプロジェク トの運
営、企画、イベント等
への助言・指導

② 学生ならびに小児が
ん。国際協力・ボラン
ティア関連団体から
の問い合わせや相談

年間を通
して

法人事務
所、関連
団体事務
所、 イベン
ト会場、オ
ンライン通イ言

2名 小児が
ん 。NP0
関連団
体、大学
生、医療
福祉関係
者、支援
者ならび
に世界各

多数

72



等への対応

(3)海外事業 :

① CCI(■ il山酬輸oer htmtional)

との連携、アジアコミ
ティーのメンバーと
して運営協力

② 7ccmrld child hnca)―ィ
ギリス・ロンドン拠点
の小児がん支援団体
によるベ トナムプロ
ジェク トヘのア ドバ
イスならびに現地と
のコーディネー ト

③ ベ トナム中部小児が
ん家族の会自立運営
への指導

④ 海外助成金申請の指
導・協力ならびにプロ
ジェク ト採択後の指
導・フォローアップ :

ベ トナム・カンボジア
The町 仇ild htterS Pmj∝ t

for Paediatric hcolos Nttses

※ベ トナム :小児がん患
児・家族向けハンドブック
※カンボジア :ベ トナムで
の看護師研修ならびにカ
ンボジアでの小児がん看
護ワークショップ

国からの
学会参加
者

交流・
イベン ト事業

① 海外とのネットワー
ク・交流 :

?H00iettt Pediatrio脳 tolog

師ologv)フ ェローシッフ
°
・フ

°
ログ

ラム、St.Jude{u“ 4Kids、

/Jヽ 児がんインターナショナル
(CCI)、  St.Jude―Viva
Foundation 等、 小児
がん関連組織へ の連
絡、協力、情報交換

② 小児がん看護 ワーク
ショップ (カ ンボジ
ア・カルメット病院)

共催 。参加・発表

③ ジャパンハー トこど
も医療センター (カ ン
ボジア)訪問・ 日本人
小児がん専門医 との
交流

④  「クララの贈 り物～
/」 児ヽがんの care と
cureの為のチャリテ
ィコンサー トシリー
ズ第 1回」共催・参加
※小児がんネ ットワ
ークピアプランケッ
ト(小児がん経験者 )

協力による手作 リオ

①
年間を通
して

②
2019年
7月 12日

③
2019年
7月 14日

④
2019年
10月
22日

①
法人事務
所 (東京
都中央
区)、 各活
動地域、
オンライン

②
カンボジ
ア・プノ
ンペ ン

③
カンボジ
ア・カン
ダール州

④
銀座王子
ホール
(東京都
中央区)

①
４

， 名

②
1名

③
1名

④
5名

国内外の
小児がん
患児・家
族・サバ

イバー、
小児がん
関係医
療・看護、
教育従事
者、学生、
支援団体
ならびに
一般市民

多数

※
②
カンボジ
アで小児
がんの治
療・ケア
に従事 し
ている医
療従事者
180,名・4
か国参加
協力 (日

本・アメリカ・

カンホ
°
シ・ア・

へ
゛
トナム)

④
参加者数
320名

③
セッショ
ン演者 :

4名

⑨
病気の子
ども・小児

452



リジナルゴール ドリ
ボンビーズグッズ

⑤ S10P(国際小児がん学
会)2019学術集会ヘ
のカンボジア医師招
聘

⑥ CCI(■111耐 肺er intemntiml)

m19年次総会・アジアコ
ミティー会合 :参加

⑦ 第 61回 日本小児血
液・がん学会学術集
会 :参加

③ 第 34回 日本国際保健
医療学会 :参加・発表

(「 特別企画.ⅧO―
Global   initiative  for

chil山 ood cancer」 ※英語
セッション)

⑨ 小児がん交流フェス
タ2020:共催 。参加・
ブース出展・交流
(国際小児がんデー)

⑩ 静岡市立安東中学校
′
ｔ
　ヽ
　
　
ゝ
一ヽ

）

＞

ノ
７

に

合

く

授業 (1年 生総
「働く人の話を聞
」

① St.Jude―VIVA Form・
Workshop 2020:
協力・参加、ベ トナム・
カンボジア医師。看護
師参加支援、ベ トナム
戦略会議ならびに К
(My Child Matters)

ベ トナ ム小児 がん看
護 プ ロジェク ト会合
のコーディネート※

⑫ S10P(国際小児がん学
会〉学術集会―CCI(小
児|が んインターナショナル)年
次総会アジア 2020:
協力・参加※

⑤
2019年
10月 23
日～26日

⑥
2019年
10月
25 日
⑦
2019年
11月 14

日～16日
③
2019年
12´月 7
日・8日

⑨
2020年
2月 15日

⑩
20201F2
月 28日

①
2020年
3月 6日
～8日
※→

童型三二
ナウイル

薙 騒評
ょ丁T正

年〈
υ

，
“

⑫
２ｏ
月 27日
～29 日
※→

コ ロ

ル

ス

の
)´
:L‐

9 4日
～6亜

~

2020

ン
ォ

ラ

・

―

⑤

フ
ス
ン

⑥
オンライン
(フランス・リオ

県
市

島
島

力
⑦
広
広

③
二重県
津市

⑨
国立成育
医療研究
センター
(東京都世
田谷区)

⑩
静岡市立
安東中学
校 (静岡
県・静岡
市)

①
シンガポ
ー ル

⑫
インド・
ムンバィ

⑤
1名

⑥
1名

⑦
1名

③
名

⑨
3名

⑩
1名

⑪
名

う
′

イ
ヽ

名

がんに関
連する団
体参加数
13団体

年

８０
１
約

学

‥

⑩
中
生
名



調査・

研究事業

① 名古屋小児がん基金
支援 に よるベ トナ
ム・フエ中央病院での
小児白血病遺伝子検
査キットによる診断

② 名古屋小児がん基金
3周年記念イベン ト
「守れ !日 本の小児
がん医療」への参加、
関係者との協議

③ 第 61回 日本小児血
液。がん学会学術集会
参加 :小児がんに関す
る専門知識の取得、国
内外の小児血液腫瘍
専門医・小児がん経験
者。支援団体との協議

①
通年

②
2019年
6´月 8 日

③
2019年
11月
14日 ～

16日

①
日本・
ベ トナム

②
愛知県
名古屋市

③
広島県
広島市

①
2名

②
1名

③
1 名

アジアで
小児血液
腫瘍に従
事する医
療従事者
ならびに
国内協力
関係パー
トナー

多数

18

その他の事業 該当なし 0

(2)その他の事業

なし



書式第13号 (法第28条関係)

平成31(2019)年度 <第 15期 >特 定非営利活動に係る事業 収支計算書
2019‐午4月 1日 から2020年 3月 31日 まで

事 業 報 告 用

摯 常 北 普 剤 活 動 ■ 入 ア ・チャイソレドケア・リーグ

科 日

198,000
0

21.000
0

219.000

13.093.860

118
13.312.978
13.312.978

0

118.4
254.980

3.3

485.307
508,070
204,217
72,757

452,202
18,900

0

0

0
0

54.631

16.173.637
(2.860_659)

(2.860.659)
17.399、691
14.539.032

(2,860,659)
0

(2.860.659)

(2.860,659)
0

(2.860.659)

(2.860.659)
17.399.691

T器
験21饒

まIン機
:茫珈
鴨 査剰子

鋏
は1

当期収支差額
前期繰越収支差額
次期繰越収支差額

〈正味財産増減の部)

Ⅲ 正味財産増加の部
1 資産増加額

当期収支差額
2 負債減少額

増加額合計

Ⅳ 正味財産減少の部

当期正味財産減少額
前期繰越正味財産額
当期正味財産合計

雄 碧

3予猪髪

経常支出合計
経常収支差額

資
当
負
減

産減少額
期収支差額
債増加額
少額合計

14.539,032

注記) 次期繰越収支差額の内容は次のとおりである. 現 金 :

普通預金
¥255,789

¥14,283,243



書式第15号 (法第28条関係 )

平成31(2019)年度 貸借対照表

事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 アジア・チャイルドケア・リーグ

科    日 金  額

255,789

0

0

1,453,727

9,578,802

3,250,714

0

ｎ

）

14 539 032

０

０

０

０

０

０

ｎ

）

14 539 032

ｎ
）

ｎ
）

ｎ

）

ハ
υ

ｎ

）

17,399,691

860 659

14,539,032

14,539,032

I 資産の部

1流動資産

現金預金  現金手元許有高

郵便振替貯金

郵便振替貯金

普通預金  三井住友銀行・築地支店

普通預金  みずほ銀行・築地支店

普通預金  東京三菱UFJ銀行。築地支店

外貨普通預
`三

井住友銀行。築地支店

流動資産合計

Ⅲ 正味財産の部

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

固定資産合計

資産合計

流動負債合計

固定負債合計

負債合計

正味財産合計

負債及び正味財産合計

2固定資産

土地

建物

什器備品

電話加入権

敷金

積立金

Ⅱ 負債の部

1流動負債

預り金

短期借入金

2固定負債

長期借入金

単位 :円



書式第17号 (法第28条関係 )

平成31(2019)年度 財産日録

事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 アジア・チャイルドケア・リーグ

科    目 金  額

255,789

0

0

1,453,727

9,578,802

3,250,714

0

14,539,032

０

０

０

０

０

０

ｎ

）

14,539,032

ｎ
）

ハ
υ

ｎ

）

ｎ
Ｕ

ｎ

ｖ

ｎ

）

14,539,032

I 資産の部

1流動資産

現金預金   現金手元許有高

郵便振替貯金

郵便振替貯金

普通預金   三井住友銀行・築地支店

普通預金   みずほ銀行・築地支店

普通預金   三菱東京U町銀行・築地支店

外貨普通預金 三井住友銀行・築地支店

流 動 資 産 合 計

正 味 財 産

計

計

2固定資産

土地

建物

什器備品

電話加入権

敷金

積立金

固 定 資 産 合 計

資  産  合

Ⅱ 負債の部

1流動負債

預り金

短期借入金

流 動 負 債 合 計

2固定負債

長期借入金

固 定 負 債 合 計

負  債  合

単位 :円 〕



書式第 18号 (法第28条関係)

事 業 報 告 用

平成31(2019)年度年間役員名簿 (前事集年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並
びにこれらの者についての前事彙年度における颯日の有彙を記載した名簿 )

特定非営利活動法人アジア・チヤイルドケア・リーグ

1 確認事項 (法第20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)

□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ)

住 所 又 は 居 所
前事業年度内の

就任期間
報酬 を受けた期間

(該 当者のみに記入)
氏    名

1
理 事 監 事

ワタナベ  カス・ヨ 平成31年4月 1日

令和2年3月 31日

年

年

月

月

日

日渡邊 和代

2
・監事

イノウエ  シュウイチ 平成31年4月 1日

令和2年3月 31日

年

年

月   日

月 日井上 修一

3 監 事

タケウチ マサト 平成31年4月 1日

令和2年3月 31日

年

年

月

月

日

日竹内 正人

4 理 事
ヤマキ

゛
シ  ヒテ

゛
オ 平成31年4月 1日

令和2年3月 31日

年

年

月

月

日

日山岸 秀雄

5 理事・監事 以下余白
年  月  日

年 月 日

年

年

月

月

日

日

6 理事・監事

年 月

月

日

日年

年 月

月

日

日年

7 理事・監事

年  月  日

年 月 日

年  月  日

年  月  日

8 理事・監事

年 月

月

日

日年

年 月

月

日

日年

9 理事・監事

年 月

月

日

日年

年   月   日

年  月  日

10 理事・監事

年

年

月

月

日

日

年  月 日

日年  月



書式第 4号 (法第 10条 。第 28条関係 )

設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿 )

特定非営利活動法人 アジア・チャイル ドケア・ リーグ

氏   名 住 所 又 は 居 所

1 渡邊 和代

2 井上 修一

3 竹内 正人

4 山岸 秀雄

5 井上 文子

6 大芝 正子

7 小川 久男

8 小俣 智子

9 野村 聡

10 横山 真弓

11

12


